すべ てが、 それぞれ 遺書だった やうな 気がします。 

岸 を 離れて 行く 船の 甲板から 眺める と、 陸地 は 次第 

に 点の やうに なって 行きます。 僕の 文学 も、 僕の 眼に 

は 点と なり、 やがて 消える でせ う。 

今迄 発表した 作品 は 一 まとめに して 折 カバンの 中に 

入れて おきました。 もしも 万一、 僕の 選集で も 出る こ 

とが あれば、 山 本 健吉と 二人で 編纂して 下さい。 そし 

て 著書の 印税 は、 原 時 彦に相 読 〔# 「読」 は ママ〕 させ 

て 下さい。 

折 カバンと 黒い トランク (内 味と も) を かたみに 受 

取って 下さい。 



甥 (三 四郎) が 中 野 打 越 一 三 平 田 方に 居ます。 

では 御 元気で …… 。 



丸 岡 明 氏 宛 

御世話にな リリ っぱなし 〔# 「な リリ っぱなし」 は マ 

マ〕 でお 別れす るの を 心苦しく 思 ひます 何卒お 許し 

下さい 

借りが 左の通りあります から 主婦 之 友の 印税が 入 



ら かな 素晴らしい 時間でした 

あなたに は まだまだ 娯 しい ことが 一 ぱい やって来る 

でせ う いつも 美しく 元気で 立派に 生きて ゐて 下さい 

あなた を 祝福す る 心で 一 杯の まま お別れ 致します 

お母さん にもよ ろしく お伝へ 下さい 

(作品 「悲歌」 が 同封され た) 



藤 島 宇内 氏 宛 



大変 厄介な こと をお 願 ひします が、 よろしく 処理し 

て 下さい。 

佐々 木 基 一 君 講談社の 大久保 君 鈴 木 重 雄 君の 三 

人に はすぐ 連絡して おいて 下さい 

渡す ものが 押入の なかに あります 

風呂敷に 包んだ 折 カバ ンと 風呂敷 包みの 書物と 黒い 

トランク (名札 をつ けて おきました) この 三つ を 佐々 

木 君に 渡して 下さい もう 一つの 風呂敷 包み を 群像の 

大久保 君に 渡して 下さい 

佐 藤 春 夫 奥 野 信太郎 丸 岡 明 山 本健吉 庄司総 

一 諸氏に 手紙が あります がそれ は そのうち 渡して 下さ 



レ 

切手 を はった 封書 九 通 はすぐ 投函して おいて 下さい 

歴程 詩集が 出たら 一 冊 左記へ 送って 下さい 

(祖 田祐子 氏の 勤め先と 名前) 

それから 

現代詩 代表 選集が 出たら 左記 へ 送る やう 文芸 家 協会 

へ 交渉して 下さい 

広島巿 幟 町 一六 ニノ 二 原 信嗣 

面倒な ことば かりお 願 ひする のです が、 これ も 詩の 

因縁で せう 



先日 能楽 書林で 「谷間より」 を 見せて もら ひまし 

た お 元気で やって 下さい 

あなたに は セビロ 服 を かたみに 差 上げます 

(作品 「悲歌」 が 同封され た) 



底本 ： 「定本 原民 喜 全集 m」 青 土 社 

1978 (昭和お) 年 U 月^日 印刷 

1978 (昭和お) 年：：：： 月^日 発行 

※ 一 部 は 底本が 初出です。 

※句読点 有無の 混在、 および 促音の 小 

底本の ままと しました。 

※各 書簡の 区切り は、 改行 3 個に 統一， 
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